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日  時

集合場所

11月

香川 釘

tl<.a7 4 *;r, l" i -7 4 y ? r,

四 国 場  大 寺の秋 を さ ぐる

4日  f日 ,

め さの 卜・ライ ブイ ン駐 車場

出発 時亥8  ,時 ろ0分

多数の御参加 を期待 してお りすす。

昼食は持参 も結構、現地に もいろいろあ リー
杢す。

南無薬師 諸病 かれ と康 い つつ 詣れ る人 は大窪の寺

大窪幸は養老年 間 (717年 ～ ′ 25手 ♪、行基
=:L('_距

到|に な る とい う。

その後 、唐 か ら)帰 つた弘法人帥が 、 この地 ∫):=1:il■ こ t´ て水門持のょ を修

し、 1ま ら久 のっ き
`(小

堂 を建てた。 自 ら亥|」 んだIIF如来 を安世 したJ)は い つ

■で もない。 この岩窟 、今は奥 の院 となっている。

女体山が近 t⌒ せいで もなかろ うが、大豊寺は |=く か ら女 1■ (ル 上「上lt許 され

た札所た。「女人高野 」とも呼ばれて多 くの信者が訪れたc,女人 |[.t(■ へ行

って も救ゎれな t/、 のでは,ュ 11こ 七 ぅすぃ。女人の■ ■導 き、浄化 して くれる笠

場だ .奇岩をめ ぐ
｀
ち せた胎蔵か峰を背に、本堂 こ、それ,(続 (二重多宝塔 (

央tt i)が 静かなたたず tt■ti::ゝ せている。 11召 和 29年に完成 した「
‐
多宝暮 」

にtt本 尊ごり|ミ 師如:来 が祭「っれ ている。本堂の 1:引1:こ は 、八十八カ所 を無事打

ち終えて、か逸路 さんか稿めた金岡llゾ ェ、菅笠、そ うり、納札入れ■ とがェ

てかけてある。人それぞれの人生に、それそれの悩み.旅 の役 目を来た した

釜岡liツ エつヽ、通路の祈 りを低音 で合口昌している ように思われる。

松葉 ゾエや女の頭髪なども奉納 してある。「女の髪ほ命 と同じ ぐらい大切

な もの。それを切 って奉納する|■ との感激 、かかげがあった J'で しょう^

讃岐の打ち込み うどんで元気 をつけ■ しょう。由に雪が来 る日も近い。せ

して、また春 もめ くりくる。
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夏のフィールド・ミーアィング

J A 5 1 QID

8月 ′γ'「はづき」といい=木 の葉の黄落しはじめる葉月とし,稲の穂のは

,月 σ`略 とか 1苦]く 。

立秋 を 3日 後 にひか えた 8月 5日 ,わ が呑‖|ク ラブ恒 例 の夏 の フィール ド

ヾ―テ ィン ダは涼 を求 めて一路 R193号 か らR192号 へ といた走 る。

■中で食糧 (tど っさ り買い込 んだっ′何処 で止 ま ろ うと3反 の喰 いはず しはない。

吉野 |||の な流 はすべ て火を使 えない との ことで貞光町 か ら支片 に 1ま い t,。 参

■者 は苦意気込 み ちす さま しく,ズ il:」 の頂上 まで も登 りかねな し`勢 いであ っ

たが途 中で昼 が きて しまった。上 む な く水 を求 めて周囲 を眺 むれば ,あ った

あ った ,水 音 もものす ご く土釜 の水が。 ただ し残念 なが ら二)ま りに も■か ら

111三
´
〔ヵri青 く , )́と

'ご 41っ て く るFレ に .「・ヵ」:「「オ
つし_■ うとし

‐ヽ
う ^σ )、  と〔_/)ヵ 「ゞ干i

は我 を ■暫iで 給 わ ず,す1■ に滝 を見 た
_〕

■,善 通キ ロー カルにお城 が あ った頃 の こと,数 の軍 が その城 を と り鷹み

'マ
ウロウ

兵斑「7ケ ‐
'こ

しま ら
'1し

たところ,城の うしろの 11_l14‐ 滝が見え ,:水、が とうとう

と流れ暮 らる(■)を Fて ,政 の大将は地元の老婆 に「 あの水(t何所か ら引いて

いるのが3_|と 問いたとこう、 |~あ れ |ま 大でな く米 を流 しデい るのである。_|

とテ ったとい う話がある。 しか し今我 1‐ドえて ,ヽ るのは工 して水だ。1剣 山へ

のルー で`は普通 見逃が す所
'こ

着がある。名所「鳴滝」
‐
、°ある。

滝つばに手 を入れねば思わず「 ブルブル_|と くる冷たさだっ きれいな水 で

は をとり,米 をとき,■のIを あげて領 ごう炊事が増 まるc飯 こうの数が 5

11,な ■「 /、 ■ 13人 ,ど れほど食べて も食べ きれないけどある。 ビール|=あ

るわ :お つ
=み

(ま あるわ ,おニ ー‐まあるわ ,子 ども1三 も大喜 び―・… _

食後は大 きイなっただ複をなでなが ら赤い搬で ミー ティングをす る者 ,:ぶ

を打つ著 ,寝 ころぶ者 ,電、t｀ 思いの一時 を過 ごす。

当弔 もまた大 1隻 をつ き出 して .文 字 どお リヘ ノ天で ,′・者つば :こ 落 ちる水の

音 をi争≧,涼 しさを満要 しつつ ,次回の フィール ド・ ミーティンタには もっ

と多 くの局が ,参
1,「 |し てくれれはいいのになあと思いなか ら,い つ しか深 いね

む |`こ ない った .よ うである。
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フオ ツクス アン ド ラ リー  お わ る

J A51QP

前 号て御案
'S中

し上げ す した「 フオ ックス ア ン ドラ リー |は当 ク ラブでは

初 Jり 試 み て したか 、 |“ 係機 関 f)御 協 力 とク ラブ各位 の御努 力に よ り■ して盛

会社 :こ 終 了 t′ .た しで した 。

'刀
2る 日8時 60分 、郷 東川河川敷 oこ 集 合 した車 60数 台 (イ」し、主催

考
′
厠i t7)役 員 の車 、色■えての数 で 、いさ さ ,、 拍子 ぬげの感 かな きに しもあ ら

‐

'~て
1ノ た つヽ・・・・・・ )′う

競技 σ」主 旨 .採 点方法 .注意事項 を説明′
'1)あ と、交通安 全 ラ リーで める こ

とを肝に銘 じて行 勤 された・ヽ 盲J),Lヽ■ い 'l,て 、 9時 30分 か
',1分

間隔 で

出発 。各革 と 1)事 前 |〔 手渡 された高 111ヨ )J:L国 及 こでコマ地 図 をた ょ りにそ れそ

″■の行動 を開始 した。

行 く元 たにはい ろい ろな チエ ツクポ イン トがあ アニ

O, 信号厳守  ② 警笛鳴らせ層l行  0 スビー ド厳守

(■: チエ ツノホ イン
|ヽ 通過確認

特 :こ ス ヒーー ■` ll定 |こ は関係当局 ょ り専 門 6り 係冨 のおで重 しを頂 き、専 門の

本景暑苦(′
こよるパ

=:∫
的 な も C「)と tノ す した o

■た、途 中で フ ォ ックスの所 在地 し)方位漬ll定 。 これ II従 来 の フオ ツクスハ

ンテ インクと共 り、 2地点 か らJ)方 位演|」 定 に ょ りそ わ更点 を地 図上 ,こ しろ し、

フォ ックスの位置 を示そ うと |ご うヽもの.近 つ くに従 って Sメ ー メーか上 ろぜ`

とは違 って 、方 向を地 図上 :こ 示す t,σ
'て 、少 しの方 向違 い も大 きな差 となる

ためか、各局の成 績は あ■ り芳 |ま し くなか デ:た 上うです 。

採 点については 、今 を ときめ くコン ヒユー ターを使 用 し会長 か短 時 間で仕

上げ 、いい顔 を した もので した 。

時 あたか も秋 の交通 安全句間 中であ り、競技 終 了後 に高松 南警 察署に集合 、

係官 か ら交通 安全 :〔 ついて (つ 有意義 なか話 を頂 さ有終 の美 を胸め■ した
`,
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寿 わ りに不行事 の言1画 な らひ tt違 官に御 出力いた だ さま した各位に厚 く御

不L申 しめけ ます とともに 、当 ク ラブか らの参加者が 2名 であ った ことを報告

してお さます 。

競技 参加車  16台

競技 参加者  50余 名 (家 族 での参「口多数 )

順  位   1 位    J A5YTH

2 位   JA3PSI

6 4立    JA501B

b.B   JA5PIЭ                _

だ
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ム
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〓
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当 JAFL呑 り||ク ラブほ今回 「~高 ■市趣彙励会 _:に 入会 して:し た。この

協会 11、 下 |]の ち らり
'Ь

超味関係諸醸体の連絡再:■ を図 り、夕|`上 文化の創

造発展 と文化水準の同上 を 目さす会です。越味 Jつ どい |ま 楽 し/い ぅヽのです。

生活 |(ラ らおいを もたせ、明 日への活力を養いノ生 ご生かに し■す。文化

の ,票 も元 をただせ
`■

:秘 味にな り、すっ越味 こそ文 tピ レここ
‐ヾ、え■ しょ う。

,二 未文化展で今開催 中 もの も

菊 1花  民  11月 15日■で
■r11:、 :,|_ 、 |=.1,■■
_卜 保 r´ 」 }′ 、

/」 品ヽ:盆 :栽 た:ミ   11月 11日でで

54年 12月 50日  夜  を予定 し
~こ

か り■す。

■ 年  他 ζり会 と競 合 する不 都合 が あ り
‐
■ した の で 、今 年 は思 い こって

か て くに しま した。今 か ら予定 表 |こ 組 み込 んでおヽ き、多数 の万 か御 参

加 くだ さいま す ょ う御 な い いた し■す 。

忘 年 会 の ご 案 内

t_′
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